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１．はじめに 

      この度は弊社マスフローコントローラ ＳＥＣ(Ｆ)－Ｅ４００Ｘシリーズをお買い上げ頂き 

誠に有り難うございます。 

正しくお使い頂くため、ご使用の前に本取り扱い説明書をお読み頂きますようお願い致します。 

 

２．仕様 

    ２－１.マスフローコントローラ(ＳＥＣ－Ｅ４３１Ｘ／ＳＥＣ－Ｅ４４１Ｘ) 

型式 *1 ＳＥＣ－Ｅ４３１Ｘ ＳＥＣ－Ｅ４４１Ｘ 

標準流量レンジ *2 

(Ｎ２ガス相当 Ｆ．Ｓ．) 
５０/１００ ＳＬＭ ２００ ＳＬＭ 

バルブ型式 非通電時 閉（クローズ）：Ｃ 

流量制御範囲 フルスケールの５～１００％ 

流量精度 *3 *4 ±１．０％ Ｆ．Ｓ． 

使用可能周囲温度 ５～４５ ℃ 

応答速度 ( T９８ )  *5 １秒以内 （Ｔｙｐｉｃａｌ） 

直線性 *3 フルスケールの±０．５％ 

繰返し再現性 *3 フルスケールの±０．５％ 

動作差圧  *6 *7 １００～３００ ｋＰａ（Ｄ） ２００～３５０ ｋＰａ（Ｄ） 

最高使用圧力 *6 ３５０ ｋＰａ（Ｇ） 

耐圧 *6 １０００ ｋＰａ（Ｇ） 

外部リークレート *8 １×１０－９   Ｐａ･ｍ３／ｓｅｃ（Ｈｅ）以下 

流量設定信号 ＤＣ ０．２５～５ Ｖ(入力インピーダンス１ ＭΩ以上) 

流量出力信号 ＤＣ ０～５ Ｖ(最小負荷抵抗 ２ ｋΩ) 

駆動電源 
ＤＣ+１５Ｖ±５ ％ ５０ ｍＡ 

ＤＣ-１５Ｖ±５ ％ ２００ｍＡ 

接ガス部材質 ＳＵＳ３１６、磁性ステンレス、フッ素ゴム、ＰＴＦＥ 

標準継手 ３/８インチ Ｓｗａｇｅｌｏｋ相当 
           

 *1:本製品はＲｏＨＳ指令適合製品となっております。 

       *2:ＳＬＭは、ガス流量(ｌ/ｍｉｎ)を表す記号です。 

       *3:流量精度、直線性、繰返し再現性は校正ガスに対する保証となります。 

       *4:流量精度の保証温度は、ＳＥＭＩ規格 Ｅ５６－１２９６に準拠しています。 

*5:最小流量制御値からフルスケールの±２％に収まる時間を示しています。 

           *6:(Ｄ)は差圧、(Ｇ)はゲージ圧を表しています。 

       *7:仕様により動作差圧が異なる場合があります。 

*8:機械的リークによるものです。(ＳＥＭＩ規格 Ｅ１６－９０に準拠しています。) 
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    ２－２．マスフローメータ(ＳＥＦ－Ｅ４３１Ｘ／ＳＥＦ－Ｅ４４１Ｘ) 

型式 *1 ＳＥＦ－Ｅ４３１Ｘ ＳＥＦ－Ｅ４４１Ｘ 

標準流量レンジ *2 

(Ｎ２ガス相当 Ｆ．Ｓ．) 
５０／１００ ＳＬＭ ２００ ＳＬＭ 

流量測定範囲 フルスケールの０～１００％ 

流量精度 *3 *4 ±１．０％ Ｆ．Ｓ． 

使用可能周囲温度 ５～４５ ℃ 

直線性 *3 フルスケールの±０．５％ 

繰返し再現性 *3 フルスケールの±０．５％ 

使用圧力  *5 ３００ ｋＰａ（Ｄ）以下 

最高使用圧力 *5 ３５０ ｋＰａ（Ｇ） 

耐圧 *5 １０００ ｋＰａ（Ｇ） 

外部リークレート *6 １×１０－９   Ｐａ･ｍ３／ｓｅｃ（Ｈｅ）以下 

流量出力信号 ＤＣ ０～５Ｖ(最小負荷抵抗 ２ ｋΩ) 

駆動電源 
ＤＣ+１５Ｖ±５ ％ ５０ ｍＡ 

ＤＣ-１５Ｖ±５ ％ ２００ ｍＡ 

接ガス部材質 ＳＵＳ３１６、フッ素ゴム 

標準継手 ３/８インチ Ｓｗａｇｅｌｏｋ相当 
          

 *1:本製品はＲｏＨＳ指令適合製品となっております。 

       *2:ＳＬＭは、ガス流量(ｌ/ｍｉｎ)を表す記号です。 

       *3:流量精度、直線性、繰返し再現性は校正ガスに対する保証となります。 

       *4:流量精度の保証温度は、ＳＥＭＩ規格 Ｅ５６－１２９６に準拠しています。 

           *5:(Ｄ)は差圧、(Ｇ)はゲージ圧を表しています。 

*6:機械的リークによるものです。(ＳＥＭＩ規格 Ｅ１６－９０に準拠しています。) 

 

 

３．動作原理 

マスフローコントローラは、流量センサ、コントロールバルブ、制御回路等から構成され、ガスが流れると 

センサ部分の上流と下流の間に温度差が生じ質量流量に比例した出力が得られます。 

この出力と外部からの設定信号を比較し、信号が一致するようにバルブ開度を自動調節します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   バイパス 

    センサ 

ソレノイドバルブ 

    ガス 

出力電圧信号 ( DC 0～ 5 V ) 設定電圧信号 ( DC 0.25～ 5V ) 

増幅回路 

比較制御回路 

ソレノイドバルブ用電源 

ブリッジ回路 

補正回路 
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４．外形寸法 {ＳＥＣ(ＳＥＦ)－Ｅ４３１Ｘ／Ｅ４４１Ｘ共通} 

【トップコネクタタイプ】 

     

【サイドコネクタタイプ】 
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５．コネクタ接続 

 

使用コネクタ：Ｄ－Ｓｕｂｍｉｎｉａｔｕｒｅ９コンタクトピンコネクタ（Ｍ３勘合ネジタイプ） 

 

     コネクタ信号表 

ＰＩＮ Ｎｏ． 信号名称 

１ バルブ開閉入力    ※１ 

２ 
流量出力 ＤＣ０～５Ｖ 

(最小負荷抵抗 ２ｋΩ) 

３ 電源 ＤＣ＋１５Ｖ 

４ 電源 ＣＯＭＭＯＮ ※２ 

５ 電源 ＤＣ－１５Ｖ 

６ 
設定入力 ＤＣ０．２５～５Ｖ   ※１ 

(入力インピーダンス １ＭΩ以上) 

７ 信号 ＣＯＭＭＯＮ ※２ 

８ バルブテストポイント       ※１ 

９ Ｎ．Ｃ． 

 

※１ ＳＥＦ－Ｅ４３１Ｘ／Ｅ４４１ＸはＮ．Ｃ．となります。 

※２ バルブ駆動電流によるＣＯＭＭＯＮ電圧変動を防ぐ為、電源ＣＯＭＭＯＮ端子(４番ＰＩＮ)と信号 

ＣＯＭＭＯＮ端子(７番ＰＩＮ)は、供給電源のＧＮＤ側で接続されている必要があります。 

マスフローコントローラ内部では、接続されていませんので必ず別々に配線し、供給電源側で 

共通となるように接続して下さい。 

 

バルブテストポイント(８番ＰＩＮ)は、バルブに印加されている電圧をモニタする為の端子です。 

 

Ｎ.Ｃ.：ノンコネクション(何も接続しないで下さい。) 

 

ノイズの影響を最小限に抑えるためケーブルは、必ずシールドケーブルをご使用ください。 
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６．使用方法 

１）ガスラインの接続を本体の矢印の向きに従い配管して下さい。 

２）電気接続をコネクタ表に従い接続して下さい。 

    直流電源は、下記の容量のものをご使用下さい。 

    ＤＣ＋１５Ｖ ５０ｍＡ，ＤＣ－１５Ｖ ２００ｍＡ以上 

３）電源投入後ガスを止めた状態で約５分間以上(推奨３０分間)暖気を行なって下さい。 

４）ガス供給を開始し、設定電圧を印加すると設定電圧に応じた流量制御を開始します。 

５）必要な流量値を得る設定電圧はリニア換算で計算できます。 

 

                              必要流量 

              設定電圧＝                      × ５．０００Ｖ 

                          フルスケール流量 

 

６）マスフローコントローラ内蔵バルブの強制フルオープン(パージ)・フルクローズについて 

    本体コネクタの１番ＰＩＮ(バルブ開閉入力)に 

      電源電圧のＤＣ＋１５Ｖを接続すると フルオープン 

      電源電圧のＤＣ－１５Ｖを接続すると フルクローズ 

    となります。 

※通常の強制状態では、１番ＰＩＮは、開放(何もしない)状態にして下さい。 

７）フルクローズ機能 

    設定電圧をゼロ(ＤＣ５０ｍＶ以下)にすることにより、マスフローコントローラ内蔵のバルブは、 

フルクローズ状態となります。 

    設定電圧をＤＣ２００ｍＶ以上印加する事により、制御を再開します。 

   ※１番ＰＩＮからの入力が最優先されます。 

８）バルブテストポイント（バルブ電圧モニタ） 

    コネクタの８番ＰＩＮと５番ＰＩＮの間に、マスフローコントローラのバルブに印加されている電圧が 

    出力されます。尚、バルブ電圧モニタの(－)側は、電源ＣＯＭＭＯＮ端子に対してＤＣ－１５Ｖの電位 

  となっていますのでご注意下さい。 

    出力電圧範囲は、ＤＣ０Ｖ(フルクローズ)～１５Ｖ(フルオープン)です。 

    電源ＣＯＭＭＯＮ端子を基準として８番ＰＩＮをモニタした場合は、ＤＣ１５Ｖとバルブに印加されて 

いる電圧との差が、負極性で出力されます。 

    出力電圧範囲は、ＤＣ－１５Ｖ(フルクローズ)～０Ｖ(フルオープン)です。 

この電圧は使用される圧力や、温度等によっても変わりますので、一応の目安としてモニタして下さい。 

コントロールバルブは、ヒステリシス特性を示しますので、モニタ出力は流量に対してリニアな出力 

ではありません。 

電圧は絶対量を示すものではなく、ＤＣ０～１５Ｖがコントロールバルブに印加される電圧の 

０～１００％とお考え下さい。 

９）ＳＥＦ－Ｅ４３１Ｘ／Ｅ４４１Ｘについて４）～８）項は適用されません。 

 

 

 

                                                                          DC-15V バルブ印加電圧 

 

 

 

 

 

 

                         コントロール 

                         バルブ                                            (＋) 

                                                                           バルブ電圧モニタ 

                                                                              

                                                                           (－) 

 

 

バルブテストポイント 
8 

ＤＣ－１５Ｖ 5 

4 電源COMMON 
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７．接続 

弊社製周辺機器をご使用になられない場合は、下図をご参考に結線して下さい。 

 

                                                                         ※  

                                                                ｵｰﾌﾟﾝ 

                                                        ｺﾝﾄﾛｰﾙ 

           １ 

                                                                ｸﾛｰｽﾞ 

           ２ 

 

           ３                                                                 ＤＣ＋１５Ｖ 

 

           ４                                                                 電源ＣＯＭＭＯＮ 

 

           ５                                                                 ＤＣ－１５Ｖ 

                                                                              ＯＵＴ 

           ６                                                                 ＳＥＴ 

 

           ７                                                                 信号ＣＯＭＭＯＮ 

 

           ８                                                                バルブテストポイント※ 

 

           ９                                                                 Ｎ．Ｃ．※ 

 

 

  ※の結線については、各々の機能を必要とされない場合接続の必要はありません。 

  電源ＣＯＭＭＯＮラインには、コントロールバルブ駆動の為の電流(最大２００ｍＡ)が流れます。 

  配線による電圧降下を防ぐ為に、必ず電源ＣＯＭＭＯＮラインと信号ＣＯＭＭＯＮラインは別々に 

  配線し、供給電源側で接続して下さい。 

 

  ＳＥＦ－Ｅ４３１Ｘ／Ｅ４４１Ｘについて１，６，８番ＰＩＮはＮ．Ｃ．となります。 
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８．取り扱い注意 

１）  配管系にリークがないことの確認と管内のパージを完全に行なって下さい。 

２）  マスフローコントローラに流すガスは、ダスト、ミスト等を取り除き清浄な状態で 

ガスを供給して下さい。 

      ダスト、ミスト等により精度不良、つまりによる制御不能等が起こる場合があります。 

      またダスト、ミスト等を除去するためにガスフィルター(推奨０．１μｍ以下)をご使用下さい。 

３）  継手の取付け、取外しの際は、本体をスパナ、バイス等で固定し行なって下さい。 

４）  マスフローコントローラに内蔵のバルブでは、完全なガス閉止はできません。 

      完全なガス閉止が必要な場合は、別途閉止用バルブを設けて下さい。 

５） マスフローコントローラに内蔵のバルブを全開にしたり、何らかの原因で故障が発生した場合、 

   フルスケール流量以上のガスが流れますのでご注意下さい。 

６）  保存温度は０～５０℃です。この範囲を超える温度で保存しないで下さい。 

   また破損の可能性がありますため、結露させないで下さい。 

７）  通電状態でのケーブルの脱着は避けて下さい。故障の原因となる場合があります。 

８）  本体及び、ケーブルに無理な力や過大圧力をかけないで下さい。 

９）  設定入力の耐電圧はＤＣ±１５Ｖです。ＤＣ±１５Ｖ以上の電圧は絶対に印加しないで下さい。 

１０）感電の恐れがありますため、ケースは開けないで下さい。 

１１）マスフローコントローラの流量信号出力は、過渡的に電源電圧の範囲で出力されることがあります。 

装置の入力耐電圧にご注意下さい。 

１２）電源を短時間でＯＮ／ＯＦＦを繰り返すと、誤動作等の悪影響を及ぼす場合があります。 

   電源のＯＦＦの期間は、３秒間以上として下さい。 

   またＤＣ±１５Ｖの各電源電圧の印加及び遮断は、同時に行なう必要があります。 

   一部の電源や信号のみが印加された状態やケーブル(コネクタ)の脱着は、故障の原因になる可能性 

   がありますため避けて下さい。 

１３）弊社では、流量値を２５℃ １０１３ｈＰａ(１ａｔｍ)または０℃ １０１３ｈＰａ(１ａｔｍ)に 

   換算して校正しています。 

   “ＣＣＭ”、“ＬＭ”、“ＳＣＣＭ”、“ＳＬＭ”はそれぞれ、下記の状態でのガス流量 

   (ｍｌ／ｍｉｎ、ｌ／ｍｉｎ)を表す記号です。 

             ＣＣＭ，ＬＭ     ：２５℃ １０１３ｈＰａ(１ａｔｍ) 

             ＳＣＣＭ，ＳＬＭ ：  ０℃ １０１３ｈＰａ(１ａｔｍ) 

１４）校正ガス以外のガスを使用する場合は、別途ご相談下さい。 
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９．製品保証 

 

１）保証期間 

      弊社発送後１年間とし、この期間内に発生し当社に送付された故障品については、無償に 

      て修理致します。 

２）補償範囲は本体に限定し、本体故障によって生じた損害の補償は行いません。 

３）交換部品の保証 

      交換後９０日あるいは第１)項の保証期間までのどちらか長い期間とします。 

４）免責事項 

    以下の場合は、保証期間内であっても保証の対象となりません。 

    ① 天災等不可抗力によって生じた故障 

    ② 取り扱いを誤った為に生じた故障 

    ③ 不適切な環境で使用、あるいは保管された場合 

    ④ 定格仕様の範囲を超えて使用したり、改造を加えられたりした場合 

    ⑤ その他、弊社の責任外と判断される場合 

  具体例 

        ・腐食性の高いガス使用した場合、パージが不十分であったり、ガスラインのリークにより 

          つまりが生じた場合 

        ・マスフローコントローラがダスト、ミスト等により汚染、つまりが生じた場合 

        返品されたものを分解、点検し、有償、無償を判断致します。  

５）連絡先 

       お買い上げの代理店、もしくは弊社にご連絡下さい。 

 

  尚、本取扱説明書は、お断りなく変更させて頂くことがありますのでご容赦下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


